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研究成果の概要（和文）：本研究では、生後2週時点での沐浴の直前とその後30分、90分後の皮膚バリア機能の
変化を明らかにした。生後3か月では、同一人物のクロスオーバー試験を行うことで、スキンケアによってバリ
アの変化に影響があることを明らかにした。さらに、生後2週間時点の皮膚常在菌叢は皮膚バリア機能を調整し
た後にもその後の皮膚トラブルの発症と関連することを初めて明らかにした。新生児・乳児の皮膚トラブルを防
ぎ、健やかな皮膚の成長を促すために、今後の研究では、皮膚バリア・常在菌叢のどちらも視野にいれた、個別
性に応じたオーダーメイドでのスキンケア方法の開発を検討していく必要がある。

研究成果の概要（英文）：In this study, we determined skin barrier function changes immediately 
before and 30 and 90 min after bathing at 2 weeks. A crossover study of the same individuals 
revealed that the barrier function changes were affected by moisturizer application at 3 months of 
age. In addition, for the first time, the skin microbiome at 2 weeks was associated with the onset 
of subsequent skin problems even after adjusting the skin barrier function. Therefore, it is 
necessary to focus on the skin microbiome in addition to the skin barrier function in order to 
prevent skin problems in newborns and infants and to promote healthy skin growth. It is then 
necessary to develop personalized skincare for each newborn.

研究分野：助産学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究ではスキンケアの後、次のスキンケアを行うまでの間に「皮膚に何が起こっていたのか」を検討したも
のは少ない。背景の異なる対象者において、さらに経時的な変化を詳細に検討することで、そのケアが、皮膚に
対する刺激となるか、保護として作用するか、皮膚バリア機能のへの影響を丁寧に見たことに意義がある。ま
た、健康な乳児を対象とし、日常的に行う沐浴や保湿というスキンケアによる、皮膚バリア機能と皮膚常在菌叢
への複合的な影響を詳細に検討した点に学術的・臨床面での意義がある。今後、この結果を個別性に応じたスキ
ンケア方法の開発につなげることを目指す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
本研究は、乳児の皮膚の健康な発達を促進するスキンケア方法の構築を目的として、スキンケ
アによる皮膚バリア機能・皮膚常在菌バランスへの影響を検討した。 
乳児の皮膚を健康に保つためのスキンケアについては、医療者によって意見が異なり、統一
されたガイドラインはない。乳児のスキンケアに関する先行研究では、生後早期から保湿剤を
毎日塗布して皮膚バリア機能を保護した群では、対照群と比較してアトピー性皮膚炎の発症率
が低いことが示されている。（Horimukai et al, J Allergy Clin Immunol 134: 824-830）また、申請
者は沐浴頻度減少と保湿剤塗布というスキンケアプログラムによって皮膚バリア機能が良く
なることを明らかにした（Yonezawa et al, J Dermatol  45; 24-30）。しかしなぜ保湿剤を塗布す
るのは毎日が良いのか等、そのケアをどのような頻度で行うべきなのか、ケアが皮膚に与える
影響のメカニズムは十分に検討されてこなかった。 
また、皮膚バリア機能は生後早期から大きな個人差があり、同様のケアを行っていても効果が
不十分な場合もあった。そのため、個人にとって十分なケアを明らかにするためには、背景の異
なる対象者において、1回のケアが、皮膚にどのように影響するか、その影響を細かく検討する
必要があると考えらえた。 
さらに、健康な皮膚には常在菌叢が存在する。新生児は、無菌状態であった胎内から出生後早
期に、病原性の高くない常在菌が早く定着することで、病原性の高い細菌に感染しにくくなると
言われている。皮膚バリア機能が大きく変化する生後早期は、皮膚そのものの機能が変化すると
同時に、共生している常在菌が不安定であることも影響している可能性がある。また、スキンケ
アをはじめとした外的な要因によって常在菌の定着に影響を与えている可能性もあるが、出生
時の状況（帝王切開出生かどうか）は明らかになっているものの、ケアの影響については検討さ
れていない。今後アレルギーをはじめとした各種疾患予防につなげるためには、スキンケアの効
果はバリア機能の保護だけではなく、常在菌の定着への影響も含めて検討することが重要であ
ると考えた。 
２． 研究の目的 
本研究では、常在菌の定着途上でありまた皮膚バリア機能も安定しない生後 2週ころと、ある
程度安定していることが見込める生後 4 か月ころの洗い方の変化による影響をそれぞれ検討す
ることとした。 
(1) １回のスキンケアによる皮膚バリア機能の変化を経時的に明らかにする 
 ①沐浴による皮膚バリア機能の変化（生後 2週頃）：観察研究 
 ②保湿による皮膚バリア機能の変化（生後 4か月前後）：クロスオーバー試験 
(2) 皮膚常在菌叢の影響 
①出生後のケアと皮膚常在菌叢の関連 
 ②皮膚常在菌叢と皮膚バリア機能が、複合的に皮膚トラブル発症へ与える影響 
 
３．研究の方法 
(1) 研究の概要 
生後 2週頃と生後 4か月前後（生後 3か月～5か月）の 2時点での横断観察研究を行った。 
リクルートは、研究者の機縁法と、協力施設４施設で掲載されたポスター・パンフレットをみ
て応募する方法をとった。参加を希望する者は妊娠中または生後 2 週までの間にメールなどで
研究者へ連絡し、詳細な説明を受けた。なお、生後 2週調査は自宅訪問、生後 4か月調査は大学
の研究室での調査を基本とすることを説明したうえで、可能な場合には、2時点両方の調査への
参加を検討してもらうよう依頼した。 
倫理的配慮として、東京大学医学部倫理審査委員会の承認を得たうえで、対象者の保護者に参
加は任意であること、いつでも辞退可能であることを説明し、実際の調査時点で、書面で同意を
得た。 
 
(2) 生後 2週調査 
①研究デザイン 
産後 2週時点に研究対象者の自宅もしくは助産院で、沐浴直前、沐浴 30分後、沐浴 90分後に
額と頬の皮膚バリア機能を計測した。沐浴の方法は、使用している洗浄剤等も含め、通常自宅で
行っている方法で行うよう依頼した。同意が得られた場合は沐浴方法をビデオで撮影し、出生後
早期のケアが皮膚常在菌叢へ与える影響を検討するため、沐浴前に額から皮膚常在菌叢の採取
を行った。児の調査中に、養育者には出生後のケア内容を含む質問票への回答を依頼した。さら
に、皮膚トラブル評価のために、養育者に調査日から 4週間（生後 6週まで）毎日、児の皮膚状
態の記録を依頼した。 



 
②調査内容 
・皮膚バリア機能 
 生後２週では額と頬、生後４か月ころの調査では額と両腕の皮膚バリア機能を計測した。計測
内容は、いずれも Courage+Khazaka社（ドイツ）の計測機器を用いて、経皮水分蒸散量（TEWL: 
Tewameter® TM300）、角質層水分量（SCH: Corneometer®CM825）、皮膚 pH（Skin-pH-Meter®PH905）、
皮脂量（Sebumeter® SM815）の４項目とした。 
 
・皮膚常在菌 
額に細菌叢採取用のテープ（MySkin®Kit, TAK-Circulator Corporatio）を貼付し、細菌叢を採取
した。細菌叢は、16S rRNA メタゲノム解析による細菌叢組成比量を算出し、分析に用いた。
16SrRNA 解析については、TAK-Circulator Corporation に DNA の抽出、次世代シークエンサー
（MiSeq Illmina）による配列解析、細菌種の同定、細菌叢組成比率の算出を依頼した。 
 
・皮膚トラブル有無 
新生児の顔の皮膚トラブル については、養育者に発疹・乾燥について記録と写真撮影を依頼
し、発疹か乾燥が中程度以上であることをトラブルありの基準とした。また養育者の記録の妥当
性を高めるために、記録と写真をもとに皮膚・排泄ケア認定看護師が発疹・乾燥について独立し
て評価を行い、一致度を確認した。 
 
・質問票 
普段の沐浴や洗顔の方法や、使用しているスキンケア製品について、出生時の状況、カンガル
ーケアの有無、出生後調査当日までの沐浴の頻度や回数、母乳栄養の状態について、児の調査中
に、母親へ自記式質問票への回答を依頼した。 
 
(3) 生後 4か月調査 
①研究デザイン 
生後 4か月前後（生後 3か月～5か月）の時点で、大学の計測室で左右の腕を用いて保湿有無
または洗浄剤使用有無の場合の皮膚バリア機能の変化を比較した。普段保湿剤を使用している
対象者に対して、洗浄剤で両腕洗浄後、左右で普段使用している保湿剤塗布した場合と塗布しな
い場合を比較検討した。ベースライン計測後に左右の腕をベビーソープで洗浄・乾燥後、片側は
保湿剤を塗布（保湿剤塗布側）、反対側はそのまま（洗浄のみ側）として、洗浄 30 分後、90 分
後に皮膚バリア機能（経皮水分蒸散量、角質層水分量、皮脂量、皮膚 pH）を計測した。左右の
腕のどちらに保湿剤を塗布するかについては、乱数を用いて無作為に決定した。 
②調査内容 
皮膚バリア機能 
 額と両腕の皮膚バリア機能を計測した。生後 2週調査と同様、計測内容は、経皮水分蒸散量、
角質層水分量、皮膚 pH、皮脂量の４項目とした。 

 
(4) 統計解析 
まず、個別の経過について、それぞれ記述した。4 か月調査での保湿有無の影響については、
対応のある T検定を行った。様々なケアによる皮膚常在菌叢の比率への影響については、Mann-
Whitney U 検定を行った。生後 2週時点の皮膚バリア機能と皮膚常在菌叢の複合的な皮膚トラブ
ルへの影響については、多重ロジスティック回帰分析を行った。 
何れも分析には SPSSver24.0を用いて、有意水準は 5%未満とした。 

 
 
 



４．研究成果 
研究に応募があった 58名の内、56名（96.6％）が生後 2週の調査に参加した。その内、大学
への来訪が可能だった 35名が、生後 4か月調査に参加した。 
 
(1) １回のスキンケアによる皮膚バリア機能の変化を経時的に明らかにする 
① 沐浴による皮膚バリア機能の変化（生後 2週） 
生後 2 週時点では、56 名全ての対象者が沐浴で新生児の清潔ケアを行っていた。沐浴におけ
る顔の洗浄剤に関しては、お湯のみが 28名（50.0％）、ベビーソープや石鹸が 21名（37.5％）、
その他が 7名（12.5％）であった。調査時には保湿剤の塗布をせずに計測を行ったが、日常的に
保湿剤を使用していた児は 31 名（55.4％）であった。沐浴後の皮膚バリア機能の変化は沐浴後
30分には経皮水分蒸散量が高く、角質層水分量が低く、90分後にはベースライン時点に戻る経
過をたどる対象者が多かったが、上がり続ける、下がり続けるなど異なる動きをする対象者もお
り、同じスキンケア方法であっても、皮膚へ与える影響は個人差が大きいことが示唆された。対
象者全体の中央値の推移を下図に示す。 

 
②保湿による皮膚バリア機能の変化（生後 3か月） 
個人差を考慮するために、生後 4か月時点では同じ対象者に対して、左右で異なるスキンケア
を行って比較を行った。特に、保湿剤を普段から使用している 21名のデータを用いて、保湿剤
の塗布側と洗浄のみ側について比較検討した。その結果、洗浄のみ側は、洗浄前から 90分後ま
で角質層水分量、皮脂量ともにほとんど変化はなかったが、保湿剤塗布側では、角質層水分量が
90分後に有意に高く、皮脂量も 30分後・90分後に有意に多かった。また、保湿剤塗布側の皮膚
pHは洗浄前から 90分後までほとんどに変化がなかったが、洗浄のみ側では 30分後・90分後に
有意にpHが高く、保湿剤塗布側で皮膚バリア機能が良い状態が継続することが明らかになった。
保湿剤の塗布は、皮膚の水分量への影響はもちろん、ベビーソープによる皮膚 pHへの影響を抑
え、皮膚バリア機能を守っている可能性が示された。 

 
(2) 皮膚常在菌叢の影響 
①出生後のケアと皮膚常在菌叢の関連 
生後 2週調査の対象者の内、皮膚細菌叢を採取・分析を行い、経腟分娩で出生し、自宅で沐浴
時に洗浄剤またはお湯のみで洗顔をし（沐浴剤のみの使用や、特殊な沐浴方法を除いた）、入院
中の沐浴の状況が明らかな 35名を分析対象とした。その結果、入院中に毎日沐浴した群の方が、
ドライテクニックの群と比べて有意に Staphylococcus の比率が高く、Streptcoccus の比率が低か
った。早期母子接触、保湿剤塗布の有無による明らかな影響は見られなかった。退院後の影響と
しては、母乳メインの場合に混合・ミルクメインの場合と比べて、洗顔がお湯のみの場合に洗浄
剤やせっけんを用いる場合と比べて、Bacteroidetes門が有意に少なかった。出生後入院中の沐浴
の頻度が、退院後の沐浴方法に関わらず、生後 2週間時点での皮膚常在菌叢に影響を与えている
可能性があることが明らかになった。 
 



②皮膚常在菌叢と皮膚バリア機能が、複合的に皮膚トラブル発症へ与える影響 
さらに本研究の目的を一歩進め、生後 2週時点での皮膚常在菌叢と皮膚バリア機能は、その後
の皮膚トラブルの発症において複合的にどのような影響があるかを検討した。多変量解析の結
果、皮膚常在菌の Actinobacteria 門の比率(%)が低く、角質層水分量が低く、皮脂量が多いほど、
その後 4週間に皮膚トラブルを発症しやすいことが明らかとなった。 
 
 
(3) 研究成果のまとめ 
常在菌の定着途上であり、皮膚バリア機能も安定しない生後 2週ころでは、沐浴を行うことの
影響には個人差が大きいことが明らかになった。そもそもの個人が持つ先天的な皮膚バリア機
能の個人差に加えて、同じ「沐浴」というケア方法でも皮膚バリア機能への影響に個人差が大き
いことから、すべての新生児に共通する望ましい方法があるわけではなく、個別に適したケアを
明らかにしていく必要性が改めて明らかになった。 
また、皮膚への刺激が考えられる「洗浄剤で洗う」ことは、保湿剤をその後塗布することによ
り、皮膚バリア機能への影響を抑えられる可能性が示唆された。そのため、実際のケアの手技１
つ１つ確認しながら、皮膚に対する刺激となるか、保護として作用するか、皮膚バリア機能のへ
の影響を丁寧に見ていくことが今後重要となると考える。 

 
今回、出産方法以外にも、出生後、産科入院中のケアは常在菌叢の定着に影響していることが
明らかになった。さらに、皮膚バリア機能の低さを調整しても、常在菌叢の分布が新生児の皮膚
トラブルに関連していた。これまで、皮膚トラブルの予防には皮膚バリア機能を向上させるよう
な方法（保湿など）が検討されてきたが、より望ましい常在菌定着のためのケアの開発や、常在
菌叢に応じた個別のケア方法を検討することで、皮膚トラブル予防につなげることができる可
能性がある。本研究では、皮膚トラブルの発症を予防するためには、皮膚バリア機能だけでもな
く、皮膚常在菌叢だけでもなく、ケアの方法だけでもなく、複合的に皮膚の状態を見ていくこと
が重要であることを改めて示した。今後の研究では、皮膚バリア・皮膚常在菌叢のどちらもを視
野にいれ、「健やかな皮膚の発達」を支援するような、個別性に応じたオーダーメイドでの望ま
しいケア方法の開発を検討していく必要がある。 
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